
の結果を示す.な1,-, この開成な考えるため,kinship

relationにある偶f榔巧にみられる規御関係と研似なオト

ナオス･メスnLllの非交FSi抑こおけるF{im的に安定した規

和開脚こある佃肘lTI(これを統御的グルーブと呼ぶ)な

江nL,彼迫の関の性行動も同時に調べた.

脱Lll郡分別按には,郡れ問のオスの転2割まほぼ完全に

行なわれており.母親や同一血縁mf本と同じ群れにいる

偶作は,1973年3月の時点で,5才以上の個体26B7iのう

ち6現のみである.これらの偶作の血縁内交尾関係をみ

ると,母一息子,および姉一弟問では全くみられなかっ

た (約100ベアの交尾観察中)｡3･4親等の間の交尾は

3回祝祭されたが, これは確率的に非常に高い値であ

る｡この例は7.8才のナミオス下位の若い個体による

ものである｡なお.1964年から67年まで胤 lJ群を祝祭し

た小lMこよると.姉弟問の交FSはわずか2例しかみてな

いとのことである｡以上のことから,血縁内交Fi関係に

ついて次のようなことがいえる｡付一息子問では全くな

く,2親等では非常にまれであるが,3･4祝辞 (ある

いはそれ以上)になるとかなり高,m庇でみられるといえ

よう｡

第 1表 親和的グルーブ内交尾

現 的偶 祝 祭 伯

･971 f7=01064 孟-o･13

･972 品-o･052 去-o･14

親和的グルーブ内の交Ji凹係な那1TRに771･した｡蕃…よ

り親和開脚こあるメスとの交TB回数は.他のメスたちと

のそれより約2倍の脚庇であることがわかった｡このこ

とは和一瓜手間のinccstがみられない例とm反する耕架

である｡

そこで.統御的グルーブなくわしく紋別してみると,

その弼成員は大きく次の4つのタイプに分けることがで

きる｡①同年一命,同脚立のml仰肘Q.上びその血絶偶作-.

◎低八田位依存弛 (このml仰口には決してgroorning関係

がない),③バクーナル･ケアによるもの.および①交

尾期のコソソ-ト関係が次の非交Fi抑 こも拭いており.

その個体間に親和関係がみられるもの｡このうち,現和

的グルーブrJl交尾のほとんどは◎の個体r糊こみられたも

のであるOこのことから,◎のコソソート関係にあった

規和的開脚こある何体を除くと,親和的グ/レ-ブ内交FS

は和一息子rH】のincestと同様に非常にまれにしかみられ

たいといえよう｡

inceSt回避の行動上のメカニズムとして,付規に息子

がマウソトするのな ｢えんりょ｣するためという説がIu
されていた｡マウソティソクは脈位の上の='n･が下位のも

のにする行動であるが,.rli子が8才卿こなると付純より

JIUi位が完全に上になることからも.允の説はおかしい○

むしろ,マウソ.tする前の投帆 つまりコ'/ソートに入

る段階で,純和的にある和一瓜子抑こbehayiomlな抑制

が働いていると考えたプ)-がいい｡耶リ 王.交摺】抑こおいて

紘,母斑が発I付すると(純和的なメスにおいてもそうで

あるが),瓜IT･と付視とはお7TLいがさけ介って,空間的

にはなれて生はしているのが廿皿に祝祭されている.

設定課題 5.行動の発現機序に関する神経生理学的研究

下部側頭回と短期記憶機構l)

岩井栄一 (東京都神経科学総合研究所)

猿の下部側頭回損傷によって,視覚学習は顕著に障召

される｡以前の実験で.側頭葉におけるこの視覚学習関

与域は下部側苅田のうちで,下後頭滞上行枝から前中側

折柄抜刑部に至る例域であるという知見を得た｡ しか

も,この視覚城の肝 r-･部と按半部では技能的に異なった

役湖をもっている｡即ち,使用したテスト課題のもつ杓

TI性から考えて,前半W,は刺孜と硫化との祝迎介‡馴L'L

に,抜きr･･部は祝知覚に関与しているといい柑る.

反市.'III':田過程でIrL変な役!;qな穴している記位の中枢

横柄については訊約の多い所である.刑政一硫化の祝迎

合機隅に関与している側117Ti黙視党域の前半mが祝nTtL位械

I)井探允子 ･久保田琉 (いずれも京大 ･盟F<研)との
共同研究｡

桝にも証要な役'LW5:朱しているものと推定し,木実欧で

は短期記憶テストⅧ屈といわれている遅延標本附合学習

に対する側頭#･視覚域の部分別除効果を検討した.

方 法

被験動物は体盃7-12kgのニホソザル4匹であった｡

2匹には側頭葉視覚城の前半部の削除(AIT)杏,他の2

匹には後半部の別除 (PIT)を施行したo方法の詳紗 ま

｢遅延色合わせ証跡 こおける下部側頭回の部分破壊の形

坪｣(非探･久保P]･岩井, 日本心理学会花袋独文Jj5,

1973年)に記服してある.学習課跡 ま赤と殻の色彩標本

阿分であり.標本刺故の員示とテスト刺取のi.fni市との時

間的避妊条件により,次の4罷栗田を設定した｡同時口前

放題 (放題-S), 0秒避妊徽屈 (-0), 5秒 避妊探題

(-5)と10秒遅延祝Rfl(-10)であった｡

1日.60試行中,51回 (850/0)以上の正反応が3日間
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迎統した時学習が成立したものとした.4課題の訓練の

恨仔は快超-S,-0,-5,-10であった｡学習後,約

15日間の休止期をおいて,術前学習鰭保持テストを7日

rTlqにわたって施行した｡さらに別除術施行後,術前と同

校に術扱学田縫保持テストを28日間施行した｡保持テス

トでは放血-10,-5,-0,-Sをこの順序で各々20試

行宛,帥80訳行を1日に施行した｡

措 央

(I) 初期学習 :各店の初期学習における4匹の平均錯

駅回数は.放題-Sでは77.7臥 課題-0では64.5臥

秋田-5では405.2回,深田-10では358.8回であった.

すなわち.槻木刺故と釈放刺激の畠示条件が同時の時と

迎延が0秒の時は,殆ど同程度の錯誤数で学習し得た

が,避妊が5秒と10秒では約5-6倍もの錯誤をおかし

た｡この似向はすべての被映動物についていえた.

(2) 的附の学習柁保持テストの結束 :課題-S,-0,

-5については,いずれの猿も学習鰭を保持していた｡

しかし.駁皿-10では猿によって若干の低下を示した｡

(3) 術攻の学習随保持テストの結果 :術前の保持能と

の比蚊と.叫･Ilu咽 の梯向の有無を枚討するため,7日間

ずつの紙JLtな1ブpヅクとして,4ブp ックに分けて分

析した｡AlT郡は.いずれの猿も探題の砥炉の別に関係

なく.酎jY･な抑留な示し,その正反応率は500/Oの基準位

であった｡また,いずれの課題についても560訓練試行

によって叫'-tf田の幌向さえ示さなかった｡一方,PIT群

では1匹の狐は削除効果を全く示さなかったが,他の猿

は畔政の･Ii:lP)昨日な示した｡この毅では,節1ブロック

での正反応料 土約500/Q基準位であったが,約4プp.yク

での正反応五糾ま増加し,再学習の傾向を示したO

考校と結持

以上の結JRから,遅延色彩標本附合学習には側頭葉現

先城の机半瓢が皿変な役割を果していると結諭しうる｡

これは祝党城の前半部と絞半部で機能的役割に相違があ

るという以前の結納な荻付けるものである0本実験では

PIT粒は殆ど学習陣留を示さなかった.これは知覚また

は刺故の特徴抽出上で比較的容易な色彩という刺激材料

な用いたことによるものと推定される｡

避妊拭本lⅦ令怨敵 ま短期記憶機机のテスト課題の一つ

といわれている｡これは本突放での各課題に対する初期

学習の択行数よりも知りうる.AIT掛主課題-10,-5,

-0についてのみならず,遅延条件のない課題-Sでも

同程度の降出を示し,再学習の傾向さえ示さなかった｡

木91放･C位用した課題は二者択一方式による遅延色彩標

本附令テストであり,遅延以外の要因については比較的

叫純な学田条件であるといいうるo従って,本実験結果

のみからでは,側貌菜視覚域の前半部が短期記憶機脚こ

m変な役割な果しているかの問題について単純に結諭し

えない｡AlT猿の遅延標本照合学習障害は短期記憶障書

によるものか,または学習の背景枚桝のうちの記位以外

の他の過程の障害に基づくみせかけの記位時事か,につ

いては今後の検討を要する.

ニホンザルの遅延マ ッチング反応に及ぼ

す妨害刺激の影響- 誘発電位を指標と

した検討1)

岩原信九郎 (充教大 ･教育)

長谷川康夫 (東散大 ･教育)

日 的

(1)遅延マッチソグ反応 (DMTS)を形成せしめる手統

きについての映討な行なう｡(2)DMTS完成紋,遅延期

間中に当該刺激とは無関係な刺激を皇示し.それが標準

刺激の記憶痕跡にいかなる形笹を及ぼすかについて行払

学臥 唱気生理学的に検討する｡

被敬体

ニホソザル成体4頭,被畝体は実験期間中モソキーチ

ェア一に固定される｡

装 置

サル用突晩節 (90×150×180cm)に放映体を入れるo

箱内の被晩体の正面前方約20cm離れた位位に,紅径4

cm の乳白色の/!ネル3個, レ/,'-1個,受皿1桐を泌

匠したアルミ板 (50×50cm)を位く｡刺故はパネル7m

面の豆ラソプを点灯することによりパネル両に畠示され

る.中央のパネルに標準刺激,左右のパネルにテスト刺

故を呈示する｡反応はパネルを押すことにより洪両のマ

イク｡スイッチを通じてカウソトされる｡正反応の場合

には受皿に大豆1粒が放出される｡一巡の操作はすべて

ロジックモジ>-ルにより自動的に行なわれた.

手続き

細予備訓練 ･.① habituation;実晩節および white

noiseに慣らす (3日).◎ sidekey-の反応形成 ',左

右それぞれについて,CRF25を4回,計2∝I教化 (2

日)0◎ centerkeyへの反応形成 ;CRF200(2日)O

①centerkey-sidekey;centerkeyをonにし,それに

反応すると左右いずれかのsidekeyをonにする｡onの

方に反応すれば硫化,200Trials/Day(5日)o⑤ lever

への反応形成 ;CRF200 (1日)0㊨ lever-centerkey

-sidekeyという一連の反応の形成 ;200 TrialS/Day

(1日)0① lever-centerkey-sidekeyにおいて,

centerkeyに対してFR2(3日),FR4(3日),FR6

1)非探允子 (京大 ･霊長研)との共同研究0本研究の

詳鰍t,第33回日本動物心理学会 (1973年)におい

て上記3名の逆名で発表O
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